
平成１９年７月１７日

防 除 情 報

長崎県病害虫防除所長

平成１９年度病害虫発生予察 防除情報第８号

なし ナシヒメシンクイの防除対策について

ナシヒメシンクイの発生が多くなっています。７月は重要な防除時期になりますので、下記の

点に留意して防除指導をお願いします。

記

１．発生状況

（１）フェロモントラップの誘殺量は、４月以降現在まで多い状況が続いており、特に第２世代

の発生量が平年より多くなっている（図）。

（２）病害虫防除員の報告によると、本虫によるももの心折れ及び果実での被害が多かった。

２．防除対策

（１）各園での発生状況に注意し、発生が多い園では、１０日程度おきに薬剤散布による防除を

行う。

（２）薬剤抵抗性の発達を防ぐため同系統の薬剤を連用しない。

（３）薬剤散布に当たっては、農薬使用基準を遵守する。

○病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/「防除所ホームページ」 アドレス：

○「防除所ホームページ」を利用して、ながさき農林業総合情報システム（一部会員制、

アドレス: )やその他の情報を閲覧することができます。http://www.n-nourin.jp/

○この情報に関するお問い合わせは、電話またはＥメールでお願いします。

長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：0957-26-0027， Ｅメール：kngs0301@sp.jppn.ne.jp

図　ナシヒメシンクイの誘殺状況（諫早：フェロモントラップ）
※平年値は平成９～１８年の平均
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